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全日本オステオパシー協会 

 

 

「頭頚部(HEENT)の機能障害におけるオステオパシー的考察」発行のお知らせ 

 

 

本書は、Michael L. Kuchera, DO, FAAO と William A. Kuchera, DO, FAAO の共著によ

る教科書シリーズのうち、頭頸部の機能障害をテーマとした 1冊で、米国のオステオパシー

大学で広く使用されています（原著：Osteopathic Considerations in HEENT disorders）。 

HEENT は Head（頭部）、Eyes（眼）、Ears（耳）、Nose（鼻）、Throat（のど）を表します

が、これらにまつわる症状の訴えは日常よくみられるものです。しかし、自律神経系やリン

パ・循環系、そして内臓と体性の一次的、二次的関連が特に密接に関わる部位であるため、

病態の理解や施術の組み立てには体系的なアプローチが必要となります。 

本書は多くのイラストを用いて、頭頸部の解剖学的、機能的な特徴を説明し、この複雑

な部位へのアプローチ法と多くの徒手治療について詳述しています。特に、手技のセクショ

ンは頭頸部のみではなく、胸郭入口や胸椎、胸郭も網羅しており、日常の施術を再確認する

にも役立ちますし、頭頸部の機能障害の理論的な理解とともに手技の実際を学ぶのに最適

な教科書となっています。さらに、付録として図表のまとめや略語表、アメリカオステオパ

シー学会（AAO）による診療録フォームなども加えられています。 

最後に、原著のミスプリントなどを著者の了承を得て修正した箇所があること、訳注に

も記していますが、原著に完全に忠実であるより内容的に正しい翻訳を優先した部分があ

ることをお断りしておきます。 

なお、この本は全日本オステオパシー協会が発行しており、一般の書店では入手できま

せん。 
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